
別紙1 検討フロー

（地下受電設備水没・電力消失）

（Ａ）
全機能の救済

（Ｂ）
重要システム＋優先業務

※本市との協議事項例
・維持する市役所機能
・救済対象設備容量
・救済時間
・優先業務人員数 等

確保方法❶

例
・受電設備等の庁
舎内移設または更
新検討
・ケーブルルート確
保
・エネルギーセンター
増築
等

（Ａ） （Ｂ）

確保方法
❸確保方法➋

市庁舎内の設備で電源確保 市庁舎外からの設備で電源確保

例
・第２受電設備等
の庁舎内新設検
討
・ケーブルルート確
保
・エネルギーセンター
増築
等

・可搬式
発電機の
設置検
討

等

対象建物・対象設備の罹災状況想定

（地下電力室への浸水）

電
源
確
保
方
法
の
検
討

建
築
的
与
条
件
と
実
現
性
の
検
討

効果・費用・整備期間などの検討・比較比
較

その他、考慮すべき事項の検討

確保方法
❹

・可搬式
発電機の
設置検
討

等


